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■
東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小
学
校
　
平
成
十
八
年
度
研
究
発
表
会

開
催
日

平
成
十
九
年
二
月
九
日
（
金
）

テ
ー
マ

実
感
と
創
造
性
の
あ
る
学
び
を
育
む

〜
「
子
ど
も
の
論
理
」
を
ひ
ろ
げ
る
授
業
〜

内
　
容

公
開
授
業
／
全
体
発
表
／
教
科
別
分
科
会
／
講
演

講
　
演
「
子
ど
も
の
脳
と
創
造
性
」

茂
木
健
一
郎
氏
（
脳
科
学
者
）

参
加
費

三
〇
〇
〇
円

連
絡
先

東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小
学
校

〒
八
一
四-

八
五
〇
一
　
小
金
井
市
貫
井
北
町
四-

一-

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
（
三
二
九
）
七
八
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
（
三
二
九
）
七
八
二
六
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■
第
四
十
二
回
　
全
国
国
語
科
教
育
研
究
大
会

―
東
京
（
新
宿
）
大
会
―

開
催
日

平
成
十
九
年
一
月
十
九
日
（
金
）

会
　
場

新
宿
区
立
鶴
巻
小
学
校

テ
ー
マ

伝
え
合
う
技
と
心
を
磨
き
育
て
る
授
業
創
造

〜
基
礎
学
習→
基
本
学
習→

統
合
学
習
で

「
生
き
て
働
く
国
語
力
」
を
身
に
付
け
る
〜

講
　
演
「
人
生
の
心
得
・
人
間
の
磨
き
方
」

鍵
山
秀
三
郎
氏
（
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
相
談
役
）

「
学
力
向
上
を
支
え
る
国
語
科
教
育
」

〜
生
き
て
働
く
国
語
力
を
育
て
る
〜

瀬
川
榮
志
先
生
（
中
京
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

「
言
葉
と
音
楽
の
世
界
」
〜
ピ
ア
ノ
＆
ト
ー
ク

福
田
直
樹
氏
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

参
加
費

二
〇
〇
〇
円
（
資
料
代
含
む
）

連
絡
先

大
会
事
務
局
（
武
蔵
村
山
市
立
第
三
小
学
校
　
川
畑
庄
二
）

〒
二
〇
八-

〇
〇
〇
一
　
武
蔵
村
山
市
中
藤
一-

三
六-

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
（
五
六
一
）
一
七
五
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
（
五
六
三
）
九
三
二
七

■
第
五
十
二
回
　
全
国
国
語
教
育
研
究
大
会

開
催
日

平
成
十
九
年
二
月
二
日
（
金
）
〜
三
日
（
土
）

会
　
場

京
都
市
立
伏
見
住
吉
小
学
校
　
京
都
市
立
光
徳
小
学
校

京
都
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ

ゆ
た
か
な
人
間
性
に
つ
な
が
る
国
語
力
の
育
成
（
３
）

〜
基
礎
・
基
本
の
力
を
培
う
授
業
の
構
築
〜

内
　
容

研
究
報
告
／
公
開
授
業
／
研
究
協
議
会
（
二
月
二
日
）

講
演
（
二
月
三
日
）

講
　
演
「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
動
向
　
〜
読
解
力
を
伸
ば
す
指
導
〜
」

井
上
一
郎
先
生
（
文
部
科
学
省
教
科
調
査
官
）

「
物
語
が
生
ま
れ
る
と
き
」

富
安
陽
子
氏
（
児
童
文
学
作
家
）

参
加
費

三
五
〇
〇
円

連
絡
先

京
都
市
立
光
徳
小
学
校

〒
六
〇
〇-

八
八
一
一
　
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
坊
町
二
六-

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
五
（
八
四
一
）
三
九
九
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
五
（
八
四
一
）
三
九
八
七

http://w
w
w
.edu.city.kyoto.jp/hp/kotoku-s/

「
国
語
教
育
相
談
室
59
号
」
で
は
、「
編
集
部
か
ら
の
お
願
い
」
と

し
て
、
指
導
書
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。

教
科
書
を
よ
り
有
効
に
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
先
生
方
か
ら
の
お

声
を
、
ぜ
ひ
次
回
の
指
導
書
編
集
の
骨
子
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
記
述
式
の
回
答
が
多
く
、
お
手
数
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「
国
語
教
育
相
談
室
」
が
内
容
を
一
新
し
て
、
最
初
の
一
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
57
号
か
ら
巻
末
に
置
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
、
多
く
の
先
生
か
ら
お
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
で
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
次
号
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
を
も
と
に
、

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
や
日
常
の
ご
指
導
に
活
用
い
た
だ
け
る
情
報

を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
研
究
会
の
ご
案
内
】
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